


第30号                 屋久島農業普及だより             平成2７年３月（３） 

生産性の高い肉用牛経営の確立・推進 

持続的な地域農業の推進 

屋久島の農林水産物を活かした地産地消ビジネスの推進 

 繁殖成績や子牛の生産性の向上・安定化を支援しています。

 地域農業の維持に向けた集落営農等の話し合い活動を支援しています。

農業の６次産業化による経営の発展を支援しています。

「屋久島発オンリーワン商品企画セミナー開催（10月） 

マーケティングの手法を学ぶ 

国の6次産業化プランナーから 

アドバイスを受ける（12月） 

湯泊集落いけんかすっ会の活動 

営農マップづくり（８月）と焼酎用さつまいも収穫作業（H27.1月） 

地域をどうしていく？町内で次々に開催，

「人・農地プラン」作成検討会（12月～） 

経営内に町キャトルセンター利用を  

検討し，推進 

和牛部会総会にて子牛育成技術を確認

（７月） 



第30号                 屋久島農業普及だより             平成2７年3月（４） 

排水対策と緑肥栽培で土壌改善をしてみませんか？

（担当：入料） 

STEP１ 排水不良の改善に「ハーフソイラ」を！

降雨後に畑から水が引く時間

が短くなってよかった。

秋作の作付け前にハーフソイラ施工を

された生産者の声

 排水不良改善！！ 

STEP２ 土壌病害虫の抑制に緑肥栽培を！

下層土を表層に上げずに心土破砕を 

行える機械「ハーフソイラ」

 ①ハーフソイラ施工           

②ロータリー耕

 昨年秋，農業管理センターに「ハーフソイラ」

が導入されました！ 

 排水不良でお困りの方は，ぜひ一度，お試し 

ください。

ハーフソイラ利用料は10アールあたり  

1,944円（税込）です。 

【問合せ先】屋久島農業管理センター  

 ＴＥＬ：0997－49－3028

 病害発生を抑制！！ 

排水不良が原因で…  ばれいしょ・実えんどうでは，発芽不良

            焼酎用さつまいもでは，芋の腐敗や黒あざ病が発生

連作を行うと･･･   ばれいしょでは，そうか病・粉状そうか病が発生                                                    

          焼酎用さつまいもでは，黒斑病・黒あざ病などが発生

緑肥作物はイネ科とマメ科に分けられ，効果に合わせて選んで栽培しましょう。

土づくり効果 

土壌の有機物含量を多くする効

果が期待できる。分解は遅い。

肥料的効果

★すき込み時期は，イネ科では雄穂の出穂期，マメ科では開花期が

目安です。緑肥作物の栽培期間80～90日，すき込み後の分解期間

は30～45日です。

根粒菌の働きにより窒素施用の効果が

期待できる。分解は早い。

イネ科
マメ科

春夏期：ソルガム，

トウモロコシ，  

ギニアグラスなど

秋冬期：ムギ類，

イタリアグラスなど

春夏期：青刈り大豆，

クロタラリアなど

秋冬期：レンゲ，  

ヘアリーベッチなど




